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デフレからの脱却に向け、 
「需要不足」の解消が必要 

 企業のイノベーション創出による「付加価値向上」への取組みが重要 

■ 日本経済の方向性 

1 

３．「改革2020」（成長戦略を加速する官民プロジェクト）の実行 

１．未来投資による生産性革命 

２．ローカル・アベノミクスの推進 

「日本再興戦略」改訂2015における施策 

出所：「日本再興戦略」改訂2015/日本経済再生本部より作成 

自動走行、水素社会、先端ロボット、観光地経営、対内投資等 

① 中堅・中小企業・小規模事業者の「稼ぐ力」の徹底強化 

② サービス産業の活性化・生産性の向上 

③ 農林水産業、医療・介護、観光産業の基幹産業化 

④ 自治体に求められる新たな役割（官製市場の民間開放等） 

① 「稼ぐ力」を高める企業行動を引き出す 
   ・ 「攻め」のコーポレートガバナンスの更なる強化 
   ・ イノベーション・ベンチャーの創出 
   ・ アジアをはじめとする成長市場への挑戦 
 
② 新時代への挑戦を加速する 
   ・ 迫り来る変革への挑戦（「第四次産業革命」） 
   ・ セキュリティを確保した上でのIT利活用の徹底 
 
③ 個人の潜在力の徹底的な磨上げ 
   ・ 少子化対策、労働の「質」の向上、女性・高齢者等の活躍促進 
   ・ 変革の時代に備えた人材力の強化：雇用と教育の一体的改革 

現状認識 と 課題 

第一の矢 

第二の矢 

第三の矢 

大胆な金融緩和政策 

機動的な財政政策 

成長戦略（岩盤規制改革） 

「企業収益の過去最高水準」 と 「雇用拡大」 

「賃金上昇」 

「消費持ち直しの兆し」 しかし、投資は伸び悩み 

人口減少社会による生産年齢人口の制約 

  消費が拡大しても、供給制約が新たな課題 

  成長には、生産性の向上が不可欠 
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2011年3月 2012年3月 2013年3月 2014年3月 2015年3月

■ 邦銀を取り巻く環境 

国内銀行における預金残高の推移 国内銀行の貸金約定金利の推移 

地銀64行の資金利益とコア業務純益の推移 

（単位：％） 
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国内銀行における貸出金残高の推移 
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2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

新規 ストック

※出所 : 日銀データより作成 

597

674

2011年3月 2012年3月 2013年3月 2014年3月 2015年3月

（単位：兆円） 

（単位：兆円） 

貸出金残高（法人） 貸出金残高（個人） 

※出所 : 日銀データより作成 

414 

452 
（単位：億円） 

32,359 31,802

30,875

30,537
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2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度

資金利益 コア業務純益 

299 

324 

128 

115 

※出所 : 地銀協データより作成 

※出所 : 日銀データより作成 



© 2015SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. 

■ 第５次経営計画グランドデザイン 
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フリーローン事業 

資産運用サポート事業 

住宅ローン事業 

保障性保険事業 
（バンカシュアランス） 

スモール 

/ ミドル法人事業 

ネットワーク事業 

広域事業 代理店事業 

総合的なエリア戦略を 

可能とする 

スルガのケイパビリティ 

市場の特性を活かし、顧客軸を付加した価値創造実現へ 
－スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮－ 

日本郵政グループの 

幅広いネットワーク 

コミュニティバンク 

静岡 / 神奈川の従来型の 

フルバンキングサービス 

インターネット・コールセンター 

によるダイレクトチャネル 

首都圏をはじめ札幌から福岡まで 

主要な都市圏における事業展開 

マーケティング 
システム       
インフラ 

全国に広がる  
顧客基盤 

価値観 

Our 
Philosophy 

他を圧倒する 
スピード・柔軟性 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分 

主な市場 コア事業 
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■ スルガのビジネスモデル 
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消費者ウォンツ / 
個人消費を引き出す金融 

〈消費者〉 

個
人 

ロ
ー
ン 

『小ロット×契約先数』で 

リスク分散と高収益の同時達成 

消費者の需要を創造する 

～消費需要創造金融～ 

企業活動 / 
企業向け金融 

〈事業者〉 

一般的な金融機関 

融
資 

返
済 

ロットは大きいが、 

他行との競合が厳しく収益性は低い 

中小企業を中心に供給を支援し続ける 

～企業支援金融～ 

「広く消費者の健全な需要を喚起・創造すること」を目指し 

個人消費者への金融という側面から国民経済の発展に寄与する 

スルガの考える「金融サービス業」としての使命 スルガの戦略ストーリー 

《 効率的な経営による高収益創出 》 

価値
提供 

ネット
ワーク 

イン
フラ 

企業 
風土 

 「差」より「違い」の創造 

 高付加価値の金融サービス 

 静岡・神奈川の店舗網 

 大都市圏店舗とネット支店の広域展開 

 リテール特化の情報インフラ 

 データ分析 ・ クロスマーケティング 

 前例なきことに挑戦する企業文化 

 「親しさと自由闊達」を育む組織風土 
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スルガの有担保ローンビジネス 一般的な有担保ローンビジネス 

スルガの有担保ローンビジネスは、顧客のライフスタイルの変化にあわせて進化し続ける 

■ スルガの有担保ローンビジネス 
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一般的な有担保ローンビジネス 

賃貸 
ワンルーム 
アパート 

賃貸 
マンション 
アパート 

持ち家 
一戸建て 
マンション 

持ち家 
リフォーム 
建て替え 

住み替え 
住み替え 

《Start》 《Goal》 
結
婚 

出
産 

老
後 

二世帯 

新築 

建替え 

セカン 
ダリー 

賃貸 

《Start》も《Goal》もない 

一般的な有担保ローンで対応可能な“従来の住まい方” スルガの有担保ローンにより実現する“現在の住まい方” 
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資産形成
ニーズ 

マーケティングの一元管理によって、顧客経験価値の最大化を推進 

■ スルガのフリーローン戦略 

データの利活用 

お客さま 

生活設計
ニーズ 

資金管理
ニーズ 

顧客接点 

アクセス 
センター 

営業店 

ＡＴＭ 

異業種 
アライアンス 

顧客経験価値 
最大化 

クロスマーケティングセンター 

オムニチャネル化 

仮説・分析・検証 

スルガの 
《プラットフォーム》 

夢をお手伝いする 
“ミッション” 

コンシェルジュとしての 
“提案力” 

独自かつ多彩な 
“商品群” 

スピード 
“審査システム” 

× ＣＲＭ Ｓｍａｒｔ Ｅｙｅ 情報基盤 

Ｗｅｂ 
（ＰＣ/スマホ） 

ｄ-ｌａｂｏ 

6 

スルガの 
《エンジン》 
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コンピタンスの 
強化 

■ お客さまへの提供価値を高度化する２つのＣＲＭ 

7 

営業店 
Ｗｅｂ 

（ＰＣ／スマホ） 

アクセス 
センター 

ＡＴＭ 

提供価値の最適化 コンタクトタイミングの最適化 タッチポイントの最適化 

顧客軸に基づく金融サービス 

仮説・検証プロセスによる 
  組織知の向上 

顧客軸による 
高度で柔軟な分析 

「気づき力」 
向上 

顧客ニーズの 
発見 

観知力 
開発力 
・スピード 

対話力 
・提案力 

実行力 

顧客軸に 
統合された 
情報インフラ 
（戦略的情報基盤） 

他システムに点在するデータを顧客軸で統合 多様な顧客情報の蓄積 

＋ ＣＲＭ 
〈 オペレーショナルＣＲＭ 〉 

Ｓｍａｒｔ Ｅｙｅ 
〈 アナリティカルＣＲＭ 〉 

お客さま お客さま 
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■ 顧客接点の拡大 

機能的価値 情緒的価値 

「興味・関心」というマインドを 
呼び起こすコミュニケーション 

「共感・納得・感動」というマインドを 
呼び起こすコミュニケーション 

便利 

安全 

スピーディ 

心地いい 

安心 

幸福感 

静岡・神奈川 
首都圏・広域店舗 
インストアブランチ 

アクセスビークル 
店舗外キャンペーン 

ｄーｌａｂｏ 

ＡＮＡ・Ｔポイント支店等 
アライアンス 

インターネット支店 

アクセスセンター 

スマホアプリ 
デジタルサイネージ 

ＡＴＭ 

非対面領域 

対面領域 

8 
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金融サービス業としての“銀行”の新しいかたちを追求 

金融機能と魅力的な複合型コンテンツの提供により、スルガならではのコミュニケーションを実践 

■ ｄ-ｌａｂｏ的カスタマージャーニー 

Ｗｅｂ 
（PC・ｽﾏﾎ） 

ＳＮＳ 

Face to Face 

Ｗｅｂ 
（PC・ｽマﾎ） 

Face to Face 

Emotion 
  興味・認知 

Experience 
 理解・検討 

  参加・共有 
Engagement 

購入・利用 
  Exclusive 

ｄ－ｗａｌｌｅｔ 

家計簿管理 

イベント記事閲覧 

ｄーｂａｎｋ 

ロードバイク 

ローン利用 

仲間へ 

ｄ－ｌａｂｏ 

イベントシェア 

ｄ－ｌａｂｏ主催 

サイクリング 

イベント参加 

ｄ-ｌａｂｏ 

セミナー参加 

ロードバイク 

検索 

ｄ-ｌａｂｏサイト 

ロードバイク 

コンテンツ 

ロードバイク 

購入検討 

アプリ 

9 

コール 
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■ ゆうちょ銀行との業務提携 

フ
リ
ー
ロ
ー
ン 

   136千件     17千件 

住
宅
ロ
ー
ン 

 3,230億円    161億円 

累 計 2015年度上期実績 

 119千件 

3,069億円 

2015年3月末 
までの実績 

※1億円未満切捨て 

※実績は「実行額」ベース 

提携開始から現在までの実績 

ゆうちょ銀行全２３３店舗で 

目的別ローンおよびカードローンのお申込みが可能に 

日本全国に広がるゆうちょネットワークを活用したビジネス展開 

沖縄地方 

九州地方 

四国地方 

ゆうちょ銀行 6 

中国地方 

ゆうちょ銀行 11 

近畿地方 

ゆうちょ銀行 44 

中部地方 

ゆうちょ銀行 33 

北海道 
ゆうちょ銀行 5 

東北地方 
ゆうちょ銀行 10 

関東地方 

ゆうちょ銀行 110 

全国に広がる 

ゆうちょ銀行の店舗ネットワーク 

ゆうちょ銀行 1 

ゆうちょ銀行 13 
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0.10% 

3.16% 

貸出金利回りと貸出金平残 

総資金利ざや 

（億円） 
（億円） 

0.56% 

1.86% 

0.51% 

（15/3） 

（15/3） 

当社貸出金平残 

当社貸出金利回り 

0.44% 

2.04% 

当社預金平残 

当社預金等利回り 

■ 利ざや等の状況(全体)     

0.38% 

2.11% 

当社 

地銀平均 

2.25% 

0.38% 

（15/3） 

預貸金粗利ざや 

預金等利回りと預金平残 

預貸金利ざや 
3.09% 

1.51% 

0.24% 

当社 

地銀平均 

当社 

地銀平均 

3.24% 3.34% 3.42% 

1.64% 1.55% 1.44% 1.35% 1.33% 

【地銀平均】貸出金利回り 【地銀平均】預金等利回り 

1.12% 1.19% 

0.31% 0.27% 0.27% 

1.26% 

（15/3） （15/3） 

24,836 
25,868 

27,191 
28,462 

29,647 

31,292 
32,528 

35,183 

37,893 
39,678 

1.38% 

0.09% 0.09% 0.09% 0.10% 

0.09% 0.07% 0.06% 0.05% 0.05% 

11/9 

1.73% 1.62% 1.50% 1.40% 

3.18% 3.25% 3.33% 3.44% 3.52% 

12/9 13/9 14/9 

11/9 12/9 13/9 14/9 

11/9 12/9 13/9 14/9 

11/9 12/9 13/9 14/9 

11/9 12/9 13/9 14/9 

15/9 

15/9 

15/9 

15/9 

15/9 

1.44% 

0.25% 

1.76% 

11 
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（15/3） 
0.57% 0.52% 0.46% 0.41％ 0.40% 

預貸金利ざや 

利回り・経費率の状況 預貸金粗利ざや 

■ 利ざや等の状況（国内）     

1.31% 1.30％ 
1.20% 

  預金等利回り   貸出金利回り  経費率 

1.23% 

3.25% 
3.31% 3.35% 

3.46% 
3.54% 

1.17% 

0.09% 0.08% 0.09% 0.09% 0.10% 

1.84% 1.91% 
2.06% 

2.13% 
2.25% 

3.16% 3.23% 
3.26% 3.37% 

3.44% 

1.36% 

1.64% 1.55% 1.44% 
1.34% 

11/9 12/9 13/9 14/9 

11/9 12/9 13/9 14/9 

11/9 12/9 13/9 14/9 15/9 

（15/3） 

15/9 

15/9 

当社 

地銀平均 

当社 

地銀平均 

12 
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290 530 

503 

円貨預貸金利益と業務粗利益 

（億円） （億円） 
コア業務純益 

中間純利益 業務粗利益 

円貨預貸金利益 
最高益 

400 
410 

446 

472 

377 

404 

438 

479 

183 
197 

239 
245 

75 

99 

138 
149 

185 

11/9 12/9 13/9 14/9 11/9 12/9 13/9 14/9 15/9 

最高益 

15/9 

■ 利益の推移 

コア業務純益と中間純利益 

13 
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 下期実行額 

個人ローン実行額 個人ローン残高・ 個人ローン比率 

（億円） （億円） 

20,888 

22,419 

 フリーローン残高 

 住宅ローン残高 

 個人ローン比率（％） 

■ 個人ローンの状況 ①  

23,988 

 年間住宅着工件数（千件） 

25,497 

 上期実行額 

81.7% 
84.0% 

85.4% 86.3% 

2,799 

3,555 

4,568 

5,845 

18,089 
18,864 

19,652 
19,420 

1,607 

1,763 

1,382 

2,989 

1,555 

3,322 

1,767 

12/9 13/9 14/9 11/9 12/9 13/9 14/9 15/9 15/9 

843 851 

949 929 

3,557 

1,794 

1,993 

11/9 

26,725 

7,214 

19,511 

87.4% 

3,932 

1,939 

2,097 

910 

14 
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（注）（      ）内は平均レート 

無担保カードローン 

無担保証書貸付 

有担保フリーローン 住宅ローン 
19,511億円 
（3.4%） 

フリーローン 

■ 個人ローンの状況 ②  

２０１５年９月末 

7,214億円 
(5.9%) 

個人ローン 26,725 億円 (4.1%) 

5,290億円 
（4.3%） 

1,520億円(11.3%) 

404億円（7.4%) 

フリーローン残高内訳・平均レート 個人ローン残高内訳・平均レート 

無担保証書貸付残高 

無担保カードローン残高 

有担保フリーローン残高 

18 

871 

2,666 

94 

985 

3,489 

3,555 

4,568 

5,845 

（億円） 

291 

1,236 

4,318 

12/9 13/9 14/9 15/9 98.3% 変動金利 
1.7% 

固定金利 

《住宅ローン残高の金利タイプ》 

5,290 

1,520 

404 

7,214 

15 
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住宅ローン地域別残高比率 住宅ローン実行レート分布（累計） 

 首都圏  神奈川 静岡  広域 

■ 住宅ローンの状況   

 住宅ローン実行平均レート（％） 

22.9% 22.6% 22.5% 22.1% 21.9% 

0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 

41.9% 42.2% 42.6% 42.8% 42.8% 

34.8% 34.8% 34.5% 34.7% 34.9% 

3.89% 3.93% 3.99% 4.00% 4.04% 

52.3% 52.5% 53.5% 54.5% 55.8% 

16.3% 15.8% 15.2% 14.7% 14.1% 

16.8% 15.9% 15.0% 14.2% 13.4% 

14.6% 15.8% 16.3% 16.6% 16.7% 

15/3 14/9 14/3 13/9 15/9 15/3 14/9 14/3 13/9 15/9 

 ３％未満  ３％台 ４％台  ５％以上 

3.35% 3.37% 
3.39% 

3.42% 3.43% 

 住宅ローン末残平均レート（％） 

16 
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フリーローン 住宅ローン 

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高   ※毀損率＝デフォルト率×（１－回収率） 

   毀損率    利回り    延滞率    毀損率    利回り    延滞率 

■ 個人ローンの延滞率・毀損率の推移 

12/9 13/9 14/9 11/9 12/9 13/9 14/9 11/9 15/9 15/9 

17 
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   投資性商品比率 

投信・保険手数料収入 投資性商品残高内訳（個人） 

（百万円） （億円） 

■ 投資性商品〈残高・手数料〉推移（個人） 

657 646 

738 
780 

367 

37 

47 

206 

13 

340 

27 

266 

21 

391 

27 

299 338 

385 

36 

21 

2,951 2,841 2,771 
2,561 

2,237 1,063 

1,345 

543 496 

1,324 

1,021 
1,188 

1,143 

440 

1,255 

949 

357 236 

781 

1,220 

14/9 13/9 12/9 11/9 15/9 14/9 13/9 12/9 11/9 15/9 

417 

18 

286 

105 

826 

18 
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（億円） 

 業務粗利益 

 人件費 

物件費 

 ＯＨＲ 

 税金 

■ 経費・ＯＨＲの推移 

11/9 12/9 13/9 14/9 15/9 

232 231 
210 211 207 

19 
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          81.34％ 

100% 3,862 法人 

100% 26,921 個人 
100% 30,783 総与信合計 

93.27% 3,602 法人 
  

99.38% 26,754 個人 
98.62% 30,356 正常債権 

81.04% 41.20% 34 67.75% 91 85 176 6.73% 260 法人 

81.82% 48.59% 28 64.63% 15 93 108 0.62% 167 個人 
1.38% 427 合  計 

60.23% 34.88% 22 38.94% 1 38 39 2.64% 102 法人 

73.41% 20.60% 5 66.51% 1 54 55 0.31% 83 個人 
0.60% 185 要管理債権 

93.39% 38.51% 5 89.26% 78 44 122 3.52% 136 法人 

75.82% 38.51% 5 60.67% 4 17 21 0.13% 34 個人 
0.55% 170 危険債権 

100% 100% 7 67.41% 12 3 15 0.57% 22 法人 

100% 100% 18 64.14% 10 22 32 0.18% 50 個人 
0.23% 72 

破産更生債権 
及びこれらに 
準ずる債権 

ｶﾊﾞｰ率 引当率 引当 保全率 保証 担保 
担保・ 

保証合計 
構成比 

法人・個人別 
与信残高 

構成比 
15年9月期 
与信残高 開示区分 

（億円） 

： 担保・保証による保全率 

： 無担保部分への引当率 

： 担保・保証・引当を考慮したカバー率 

保全率 

引当率      

カバー率 

カバー率合計 

■ 金融再生法開示債権詳細 

20 
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実質与信費用 開示債権比率 

（億円）    開示債権比率（担保・保証・引当金控除後） 

   開示債権比率（引当金控除後） 

   開示債権比率 コア業務純益 

実質与信費用（与信費用－償却債権取立益） 

実質与信費用比率（実質与信費用／貸出金平残） 

■ 開示債権比率と実質与信費用の推移 

13/9 11/9 15/9 12/9 14/9 13/9 11/9 15/9 12/9 14/9 

21 
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108 

1 
（億円） 

平均残存期間（年） 

■ 債券ポートフォリオの推移 

13/9 12/9 11/9 15/9 

1,565 
1,717 

2,623 

0.46 
0.38 

0.32 

0.63 

2,457 2,307 1,453 1,451 

82 85 

52 
48 

65 
117 3 

預証率 ５．６％ 

113 8 
2,471 

16 

14/9 

1,589 

1,451 

23 
112 

13 

0.32 

108 
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■保有株式の推移 
（億円） 

257 
314 

369 

655 

811 

259 

23 
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アウトライヤー比率 統合リスク管理 

２０１５上期 

配賦原資 

（億円） 

２０１５／９月末  

リスク量 

バッファー 

１，６６６ 

２０１５上期 

配賦資本 

 
５３８ 

７２０ 

２，３８６ 

２１４ 

３５０ 

１５６ 

１３７ 

２５２ 

１４９ 

信用リスク 

市場リスク 

オペレーショナル 

リスク 

１．配賦原資＝コア資本－控除項目 
  （控除項目：一般貸倒引当金算入額、経過措置適用額） 

 
２．信頼水準  ９９％（共通） 

３．保有期間 （営業日） 

 ・信用リスク      ２４０日 
 ・預貸金、債券等 
     金利・価格変動リスク  ６０日 
   （トレーディング勘定は   １０日）   

 ・株式 価格変動リスク    １２０日 

４．オペレーショナルリスク 
  基礎的手法 

■ リスク量の状況 

２０１５年９月末 

金利ショック 
方式 

±２００ｂｐ 

金利リスク量 ６１億円 

アウトライヤー 
比率 

２．１％ 

24 
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■ 自己資本の推移 

自己資本・繰延税金資産  自己資本比率 

繰延税金資産 

繰延税金資産/自己資本 

（億円） 

（新基準） 

（新基準） 

自己資本 

14/9 13/9 12/9 11/9 15/9 

1,959 

2,096 

2,331 

2,576 

2,831 

12.0% 

6.2% 

2.1% 
1.2% 

0.6% 

237 

130 

50 31 17 

（新基準） 自己資本比率 

10.61% 10.72% 

11.17% 

11.53% 

12.15% 
（新基準） 

14/9 13/9 12/9 11/9 15/9 

※新基準：バーゼルⅢを踏まえた国内基準にて算出 

一株当たり年間配当金 

19.0 20.0 

17.0 
15.0 

13.0 

（円） 

15/3 14/3 16/3 13/3 12/3 

 中間配当金 

 期末記念配当金 

 期末普通配当金 1.0 

（予定） 

（予定） 

25 
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１７  

１８５  

２７８  

２９０ 

２９８ 

２３１  

５３０ 

＋１６   

  ＋３６ 

＋ ４０  

＋ ４５  

＋ ５２   

▲１  

  ＋５１   

＋ １４．９０ ７８．１７  １４７．５０  ６３．２７ 

１   

１４９  

２３８   

２４５   

２４６   

２３２   

４７９ 

＋１．３２ １４．２３ １３．５５ １２．９１  ＲＯＥ（％）（当期純利益ベース） 

ＥＰＳ（円） 

（億円） 

■ ２０１５年度中間期実績及び通期見通し 

２０１４年度 
中間期実績 

（Ａ） 

２０１５年度 

見通し 

実績比 

（Ｂ－Ａ） 

２０１５年度 
中間期実績 

（Ｂ） 

実質与信費用 

当期純利益  

経常利益  

コア業務純益 

業務純益 

経費等  

業務粗利益 

  

＋ １．０ ９．５  １９．０  ８．５ 一株あたり配当金（円） 

３０  

３５０ 

５２５  

５６５  

５６５  

４５５ 

１，０２０ 

26 
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本業としての 

戦略的価値 

未来の子供たちのために 

Value for the Future 

持続可能性のための 

基本的CSR 

遵法を超える正しさに 

沿う経営 

機会 

責任 

Value for the Future 

未来の子供たちのために私たちができること 

スルガのＣＳＲのフレームイメージ 

■ スルガの考える未来創造型ＣＳＲ 

未来創造サポート・プログラム 

自助自立社会の実現をめざして 

次世代育成サポート・プログラム 

未来を担う子供たちのために 

スルガのＣＳＲ活動 “未来の苗木プロジェクト” 

未来を担う子供たちの 

健やかな成長を応援する取組み 

スルガＣＵＰ 静岡県チャイルドサッカー 
東部大会特別協賛 

「夏休み キッズツアー」 

「ふじのくに 水の循環」ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
「子供の茶会～菊の茶会」 

青島広志氏による 
「未来の苗木コンサート」 
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■ 経営理念における成長のあり方 

経営 

「立地する国、地域の文化に立脚する」 

「人に基軸を置く」 

Culture-oriented 

People-based 

Social-perspective 
「社会的な見地を大切にした経営を行う」 

“Ｃ・Ｐ・Ｓ”を原点とした成長 

28 

株 主 

その他の 
ステークホルダー 

お客さま 社 員  
 （グループ） 

資本の効果的 
運用システム 

幸せ実現の  
支援システム 社会的役割遂行と 

自己実現のための 
直接的参加システム 

“価値交換システム”としての成長 

各ステークホルダーとの価値交換性の向上を 
成長と定義する 

C 

P 

S 

文化を尊重し、その文化を強みとして                            

活かしていくことにスルガの成長がある 

企業の理論ではなく、人の論理を中心に                                    

据えた経営によって成長を実現する 

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、                             

社会規範の上をいく状態を実現する 

 
 

 
 

 
 

（グループ） 

成 長 

“使命型企業”としての成長 

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして     
〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれるお手伝い」をするという 

ミッションの実現性の向上を成長と定義する 



本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、 
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性が 
あることにご留意ください。 

〈 本件に関する照会先 〉 

経営管理部 ＩＲ 

［TEL］ 03-3279-5536 

［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］  ir.koho@surugabank.co.jp 

Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ． 


